
心
地
よ
い
避
難
所
づ
く
り

心
地
よ
い
避
難
所
づ
く
り

　

三
郷
公
民
館
は
７
月
11
日
、
同
館
で
「
地
区
公
民
館
役
員
研
修
会
」
を
開
き
、
14
地

区
公
民
館
か
ら
44
人
が
参
加
し
た
。
長
野
県
危
機
管
理
部
危
機
管
理
防
災
課
の
小
松
剛

主
任
を
講
師
に
、「
誰
も
が
、
心
地
よ
い
避
難
所
づ
く
り
」
を
学
ん
だ
。

　

研
修
会
は
災
害
発
生
時
の
避
難
所
運

営
を
想
定
し
た
「
避
難
所
運
営
ゲ
ー

ム
」
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
、
災
害
遭

遇
時
の
対
応
訓
練
を

学
ん
だ
。
避
難
所
運

営
ゲ
ー
ム
を
﹇
避
難

所
（
Ｈ
）
運
営
（
Ｕ
）

ゲ
ー
ム
（
Ｇ
）﹈
の

略
で
Ｈ
Ｕ
Ｇ
（
ハ
グ
）
と
呼
ん
で
い

る
。
避
難
所
運
営
の
リ
ー
ダ
ー
の
立
場

で
、
①
ゲ
ー
ム
感
覚
で
避
難
所
運
営
を

学
ぶ
。
②
皆
が
避
難
す
る
避
難
所
を
考

え
、
事
前
の
確
認
、
準
備
の
必
要
性
に

気
付
く
。
③
防
災
知
識
を
身
に
付
け
る

き
っ
か
け
に
す
る
。
以
上
の
３
点
を
目

的
と
し
て
、
必
要
な
こ
と
を
具
体
的
に

掲
げ
て
、
ゲ
ー
ム
を
進
行
し
た
。

　

上
長
尾
地
区
公
民
館
主
事
の
横
山
み

ゆ
き
さ
ん
は
「
現
実
な
ら
大
変
、
日
ご
ろ

の
準
備
が
大
切
」
と
語
っ
た
。（
山
楽
子
）

　

安
曇
野
市
は
、
合
併
当
初
か
ら
区
単

位
の
自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
提
唱

し
、
実
践
し
て
き
た
。
区
長
先
導
の
形

で
組
織
さ
れ
、
防
災
訓
練
の
経
験
も
積

み
上
げ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
一
人

一
人
が
自
覚
し
て
い
な
け
れ
ば
、
組
織

活
動
は
機
能
せ
ず
、
指
示
者
が
い
な
け

れ
ば
統
制
の
と
れ
た
行
動
は
困
難
を
極

め
る
。
地
区
公
民
館
役
員
が
、
突
然
の

災
害
に
備
え
て
、
防
災
に
対
す
る
意
識

を
持
ち
、
互
い
に
共
有
す
る
こ
と
が
重

要
だ
と
改
め
て
認
識
し
た
。

「
自
主
防
災
を
草
の
根
活
動
に
」

「
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
で
学
ぶ
」

地
域
防
災
力
向
上
を
！
三
郷
地
区
公
民
館
役
員
研
修
会

　
『
あ
か
し
な
み
っ
け
隊
』
は
探
検
す

る
範
囲
を
明
科
地
域
限
定
か
ら
市
内
外

に
広
げ
た
た
め
、『
ふ
る
さ
と
た
ん
け

ん
隊
』
と
事
業
名
を
変
更
し
た
。

　

６
月
27
日
の
第
１
回
目
は
、
明
科
地

域
だ
け
で
は
な
く
、
三
郷
、
穂
高
、
豊

科
か
ら
も
参
加
が
あ
り
、
１
年
生
か
ら

６
年
生
ま
で
17
人
で
、『
安
曇
野
の
芸

術
と
自
然
を
た
ん
け
ん
』
の
テ
ー
マ
で

「
安
曇
野
ち
ひ
ろ
美
術
館
」「
国
営
ア
ル

プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
（
大
町
松
川
地

区
）」
に
出
か
け
た
。

　

県
内
外
の
観
光
客
に
は
人
気
の
ち
ひ

ろ
美
術
館
で
あ
る
が
、
地
元
の
小
学
生

に
と
っ
て
は
初
め
て
訪
れ
る
子
ど
も
も

多
く
、
ち
ひ
ろ
の
絵
の
説
明
を
受
け
な

が
ら
鑑
賞
し
た
。
世
界
に
一
つ
だ
け
の

缶
バ
ッ
ジ
作
り
の
中
で
、
３
色
の
絵

の
具
が
水
を
含
ん

だ
紙
の
上
で
混
ざ

り
合
っ
て
美
し
い

色
に
な
っ
て
い
く

「
に
じ
み
絵
」
の

不
思
議
を
体
験
し

た
。

　

ア
ル
プ
ス
あ
づ

み
の
公
園
で
は
竹

巻
き
パ
ン
作
り
を
体
験
し
、
昼
食
は
焼

き
た
て
の
パ
ン
の
香
り
と
味
を
堪
能
し

た
。
そ
の
後
、
ガ
イ
ド
の
案
内
で
、
公

園
内
の
自
然
探
索
を
行
っ
た
。
子
ど
も

た
ち
は
小
動
物
が
松
ぼ
っ
く
り
を
食
べ

た
後
の
「
森
の
エ
ビ
フ
ラ
イ
」
を
見
つ

け
て
大
喜
び
。
ア
ル
プ
ス
広
場
や
大
草

原
の
家
で
思
い
っ
き
り
体
を
動
か
し
て

遊
ん
だ
。
梅
雨
の
晴
れ
間
の
一
日
、
安

曇
野
の
芸
術
や
自
然
を
満
喫
し
た
「
た

ん
け
ん
隊
」
で
あ
っ
た
。

　

豊
科
地
域
で
活
動
す
る
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ
８
団
体
、
１
５
０
人
の
交
流
発

表
会
を
６
月
20
日
に
開
い
た
。
本
年
は

豊
科
公
民
館
ホ
ー
ル
が
大
規
模
改
修
で

工
事
中
の
た
め
、
穂
高
交
流
学
習
セ
ン

タ
ー
「
み
ら
い
」
で
行
っ
た
。

　

豊
科
地
域
に
は
歌
う
こ
と
が
好
き
な

人
や
、
仲
間
と
心
を
合
わ
せ
て
歌
う
こ

と
が
好
き
な
人
が
多
い
。
ま
た
指
導
者

に
も
恵
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
コ
ー
ラ
ス
活
動
が
盛
ん
で
、
17
年

前
に
「
お
互
い
に
発
表
し
合
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
良
い
と
こ
ろ
や
努
力
し
て
い

る
姿
を
認
め
合
お
う
」
と
、
こ
の
よ
う

な
定
期
発
表
会
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
全
員
合
唱
３
曲
を
含
め
て
全

25
曲
、
各
グ
ル
ー
プ
の
歌
声
や
ハ
ー
モ

ニ
ー
の
美
し
さ
を
響
か
せ
て
い
た
。
好

き
な
歌
を
一
生
懸
命
歌
っ
て
い
る
生
き

生
き
と
し
た
表

情
や
姿
に
、
会

場
の
外
の
大
型

ス
ク
リ
ー
ン
の

視
聴
者
を
含
め
、

２
５
０
人
余
り

の
参
加
者
が
熱

心
に
聴
き
入
っ

た
。

第
17
回
豊
科
地
域

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
交
流
会

ふ
る
さ
と
た
ん
け
ん
隊
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日ごろの活動の成果であるご自慢の作品・一芸を文化祭で発表しませんか。
出展点数は、作品内容によって異なります。
詳しくは、各地域公民館へお問い合わせください。
また、文化祭に出展した作品は、平成 28 年３月開催の安曇野市総合芸術展の
出展候補になります。皆さんの出展をお待ちしています。

展 示 日 程
（展示場所）

美術・書道・一般作品（豊科近代美術館）
展　示：11 月１日（日）～ 11 月８日（日）

午前９時～午後５時
※８日（日）は午後３時まで

搬　入：10 月 31 日（土）午前９時～
片付け：11 月 ８日（日）午後３時～

菊花展（豊科交流学習センター「きぼう」回廊）
展　示 ：10 月 30 日（金）～ 11 月３日（火・祝）

午前９時～午後５時
搬　入：10 月 30 日（金）午前８時 30 分～
片付け：11 月  ４日（水）午前８時 30 分～

華道展（豊科交流学習センター「きぼう」）
展　示：11 月２日（月）～ ３日（火・祝）

午前９時～午後５時
※３日（火・祝）は午後４時まで

短歌大会（豊科身体障害者会館　大会議室）
開催日：11 月  ７日（土）

俳句大会（「サントピア豊科」ふれあいホール）
開催日：11 月 22 日（日）

ステージ発表
（開催場所）

芸能発表会（「サントピア豊科」ふれあいホール）
開催日時：11 月１日（日）

午前８時 30 分～午後５時
（各種出演者募集）

申込み期限 ９月 30 日（水）

申込み方法 豊科公民館（本庁舎 2階）窓口で所定の用紙に記入
募 集 内 容 絵画・水墨画・書道・写真・彫刻・彫塑・工芸・菊花など

展 示 日 程
（展示場所）

総合美術展（穂高総合体育館）
展　示：11 月１日（日）～ ３日（火・祝）

午前９時～午後５時　
※３日（火・祝）は午後３時まで

搬　入：10 月 31 日（土）午後１時
片付け：11 月３日（火・祝）午後３時

あづみ野菊花展（穂高神社）
展　示：10 月 29 日（木）～ 11 月 15 日（日）

午前９時～午後８時
搬　入：10 月 26 日（月）
片付け：11 月 16 日（月）

盆栽・山野草展（穂高神社）
展　示：11 月  １日（日）～ ３日（火・祝）

午前９時～午後４時
※３日（火・祝）は午後３時まで

ステージ発表
（開催場所）

芸能まつり（穂高公民館講堂）
カラオケ：11月１日（日）午後１時～４時 30 分
一部：11 月２日（月）

午前９時 30 分～午後３時
二部：11 月３日（火・祝）午前９時～正午

申込み期限 ９月 10 日（木）

申込み方法 穂高公民館窓口で所定の用紙に記入

募 集 内 容 書道・絵画・写真・短歌俳句・陶芸・彫刻・彫塑・手工芸・木彫・菊花・踊り・合唱・カラオケなど

地域文化祭の開催・作品募集

※なお、都合により時間などが変更になる場合があります。

豊科

穂高

問い合わせ先：豊科公民館（豊科地域課）（ 　72-3111　　72-3176）TEL FAX

問い合わせ先：穂高公民館（ 　82-5970　　82-3990）TEL FAX

※日程は予定
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展 示 日 程
（展示場所）

文化産業展（三郷文化公園体育館）
展　示：10 月 17 日（土）午後１時～８時

18 日（日）午前９時～午後４時
搬　入：10 月 17 日（土）午前９時～ 10 時
片付け：10 月 18 日（日）午後４時～５時

菊花展（三郷文化公園体育館）
展　示：11 月３日（火・祝）～ 11 月７日（土）

午前９時～午後９時
※ 7日（土）は午後 3時まで

搬　入：11 月２日（月）午後１時～３時
片付け：11 月７日（土）午後４時～５時

申込み期限 ９月４日（金）

申込み方法 三郷公民館（三郷支所①）窓口で所定の用紙に記入

募 集 内 容 盆栽･山野草･木彫石彫･生花･絵画･手工芸・彫刻・彫塑･短歌俳句･和洋裁･写真･絵画･書道・研究発表･菊花など

展 示 日 程
（展示場所）

作品展示（堀金総合体育館）
展　示：10 月 30 日（金）～ 11 月１日（日）

午前９時～午後８時
※ 11 月１日（日）は午後４時まで

搬　入：10 月 28 日（水）午後１時～８時
10 月 29 日（木）午前９時～午後７時

片付け：11 月  １日（日）午後４時～８時

申込み期限 個人で出品される方　10 月 19 日（月）

申込み方法 堀金公民館窓口で所定の用紙に記入

募 集 内 容
菊花・盆栽・書道・写真・絵画・彫刻・彫塑・陶芸・
水墨画・手芸・生花・フラワーアレンジメント ･
農産物・レザークラフトなど

展 示 日 程
（展示場所）

作品展示（明科公民館）
展　示：10 月 31 日（土）午前９時～午後５時

11 月  １日（日）午前９時～午後３時
搬　入：10 月 30 日（金）午前９時～
片付け：11 月  １日（日）午後３時～

申込み期限 ９月 30 日（水）

申込み方法 明科公民館窓口で所定の用紙に記入

募 集 内 容 書道・水墨画・絵画・写真・彫刻・彫塑・陶芸・和洋裁・手芸・織物・
押花・押絵・生花・菊花・盆栽・短歌俳句・学習発表など

ステージ発表

開催日：10 月 31 日（土）
場　所：堀金総合体育館サブアリーナ

まどいの広場
午前 10 時～ 11 時 30 分

芸能祭
午後０時 15 分～ ６時 30 分

堀金一周駅伝大会

開  催  日：11 月１日（日）
発走場所：堀金支所正面駐車場
オープン参加：午前９時 15 分～
発走時間：午前９時 45 分～

ステージ発表

ふれあいコンサート（三郷中学校講堂）
開催日時：10 月 24 日（土）

午前９時～正午

芸能発表会（三郷文化公園体育館）
開催日時：11 月７日（土）

午前９時～午後３時

ステージ発表

お楽しみサロン（明科公民館講堂）
10 月 31 日（土）午前 10 時～午後３時

芸能発表会（明科公民館講堂）
11 月  １日（日）午前 10 時～午後３時

三郷

堀金

明科 問い合わせ先：明科公民館（ 　62-4605　　62-5894）TEL FAX

問い合わせ先：三郷公民館（ 　77-2109　　76-3077）TEL FAX

問い合わせ先：堀金公民館（ 　72-5796　　72-5801）TEL FAX
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欅　
暑
い
夏
に
な
っ
た
。「
広
島
・

長
崎
の
被
爆
70
年
」
を
迎
え
た
。

ま
た
「
第
97
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権

大
会
」
も
行
わ
れ
た
。
選
手
宣
誓
で
は

若
者
ら
し
く
歯
切
れ
の
良
い
言
葉
で
、

同
日
に
重
な
っ
た
広
島
に
思
い
を
寄
せ

て
い
た
。
改
め
て「
非
核
三
原
則
」に
は
、

私
た
ち
の
平
和
を
願
う
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
（
Ｙ
・
Ｕ
）

　

三
郷
公
民
館
は
８
月
５
日
、

「
穂
高
地
域
の
古
墳
を
め
ぐ
る
」

ふ
る
さ
と
講
座
を
開
き
、
16
人

が
参
加
し
た
。
講
師
に
市
文
化

課
の
山
下
泰
永
さ
ん
を
迎
え
、

穂
高
地
域
の
古
墳
81
基
の
う

ち
、
陵
塚
、
魏
石
鬼
窟
、
ぢ
い

が
塚
な
ど
を
訪
れ
た
。

　

６
世
紀
末
の
古
墳
時
代
の
古

人
の
生
活
の
跡
を
今
に
伝
え
て

い
る
。
三
郷
に
移
住
し
て
１
年

の
岩
隈
久
さ
ん
は
「
安
曇
族
と

八
面
大
王
の
史
実
を
知
り
た
い
」

と
言
い
、青
山
洋
子
さ
ん
は
「
夢

が
あ
る
」と
話
し
た
。（
山
楽
子
）

　

堀
金
公
民
館
は
７
月
５
日
、「
み
ん

な
で
ス
ポ
ー
ツ
in
常
念
」を
、常
念
ド
ー

ム
と
体
育
館
で
開
き
、
市
内
全
域
か
ら

35
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
。
ス
ト
ラ
ッ
ク

ア
ウ
ト
や
わ
な
げ
９
＆
Ｑ
な
ど
全
８
種

目
の
総
合
成
績
で
優
勝
を
競
っ
た
。「
入

賞
は
無
理
だ
か
ら
順
位
は
気
に
し
な

い
」
と
言
う
小
坂
陽
菜
子
さ
ん
虎
太
郎

君
姉
弟
チ
ー
ム
は
、
楽
し
み
な
が
ら
挑

戦
し
た
。「
思
わ
ず
真
剣
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
」
と
言
う
「
み
ど
り
の
ペ
ン
ギ

ン
」
の
中
戸
川
雅
也
さ
ん
佳
奈
ち
ゃ
ん

親
子
チ
ー
ム
は
３
位
に
入
賞
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
楽
子
）

み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
in
常
念

に
じ
ま
す
つ
か
み
取
り

　

立
派
な
石
碑
が
あ
る
が
、
何

が
書
い
て
あ
る
の
か
と
い
う
声

か
ら「
碑
文
か
ら
歴
史
を
探
り
、

人
を
知
り
、
建
碑
さ
れ
る
に

至
っ
た
経
緯
や
歴
史
的
な
背
景

を
た
ど
る
」
の
第
４
回
の
講
座

が
７
月
19
日
、
穂
高
方
面
で
18

人
の
参
加
で
行
わ
れ
、
安
曇
野

の
電
力
発
祥
の
地
の
由
来
碑
、

顕
彰
碑
、
句
碑
、
歌
碑
、
慰
霊

碑
な
ど
を
巡
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
豊
科
の
愛
馬
進

軍
歌
の
碑
、
明
科
犀
川
渡
舟
沿

革
碑
な
ど
52
カ
所
を
巡
っ
た
。

　

次
回
第
５
回
目
は
三
郷
方
面

を
予
定
。

穂高地域の古墳をめぐる

　

６
月
19
日
か
ら
30
日
に
行
わ

れ
た
明
科
「
あ
や
め
ま
つ
り
」

の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で

あ
る
〈
に
じ
ま
す
の
つ
か
み
取

り
〉
は
、
毎
年
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
人

気
で
、
本
年
は
約
３
０
０
人
も
の
参
加

が
あ
っ
た
。

　

３
２
０
㌔
の
に
じ
ま
す
が
ひ
し
め
く

池
に
飛
び
込
み
、
あ
や
め
公
園
は
歓
声

で
盛
り
上
が
っ
た
。
岩
の
隙
間
に
入
っ

た
に
じ
ま
す

を
、
数
人
が
か

り
で
追
い
出
す

共
同
作
戦
に
、

周
辺
の
大
人
も

興
奮
気
味
の
声

を
上
げ
た
り
、

逃
げ
回
る
に
じ

ま
す
の
必
死
さ
と
、
知
恵
く
ら
べ
の
中

で
格
闘
し
、
１
人
で
15
匹
の
成
果
を
手

に
し
て
揚
々
と
帰
っ
て
い
く
子
ど
も
も

い
た
。

石碑に刻まれた歴史を探る

わ
さ
び
祭
り
納
涼
祭

　

８
月
１
日
、『
第
32
回
信

州
安
曇
野
わ
さ
び
祭
り
納
涼

祭
』
が
豊
里
青
龍
太
鼓
の
生

演
奏
で
始
ま
っ
た
。

　

安
曇
野
市
制
施
行
10
周
年
に
当
た
る

本
年
は
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
わ
さ
び
色

の
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
提
灯
を
新
調
し
た
。
28

地
区
公
民
館
と
安
曇
野
市
役
所
連
、
穂

高
商
工
会
女
性
連
が
参
加
し
た
。

　

穂
高
駅
前
通
り
か
ら
御
船
会
館
駐
車

場
を
、
総
勢
２
２
５
０
人
が
『
穂
高
音

頭
』『
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
サ
ン
バ
』
の
曲

に
合
わ
せ
練
り
歩
い
た
。

　

友
人
同
士
で
参
加
し
て
い
た
小
学
５

年
の
坂
井
翔
汰
朗
君
と
中
村
雄
太
君
は

「
歌
と
踊
り
を
見
た
り
聞
い
た
り
踊
っ

た
り
、
楽
し
か
っ
た
」
と
感
想
を
語
っ

て
い
た
。

　絵：加々美　豊
　花：ススキ

みちしるべ

こう
みん
かん

クラウン型カチューシャを付
けて演出、等々力区神田町の
皆さん
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